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文理学部卒業生におくる
( I ) 
富山大学文理学部は， 第19回目の卒業 生を， 世に送
ることになりました。 哲学・史学・文学・数学・化学・
物理学・生物学の， それぞれのコースを修了した有為の諸
君であります。 まず， 心からおめでとうと申し上げます。
ことしの卒業 生諸君は， その在学の聞に， 格別の苦
労を味わったにちがいないと思います。 世をあげての
シュトゥルム・ウント・ドラングのなかで， いわば若き
日の苦難に堪えなければなりませんでした。 恐らくそ
れは， 諸君にとってはじめての経験であったでしょう
が， 先生方にとっても未曾有の体験でありました。 け
れども諸君は， よくもその苦難を乗り切って， 舟を卒
業 という岸辺に漕ぎつけられたのであって， われわれ
は， いま社会に巣立ちゆく諸君に， 感慨深〈拍手をお
くり， 諸君の光輝ある前途を祝福するのであります。
いつまでも健康で， 各自の人生を切り開いて行かれる
よう祈っております。
( 2 ) 
文理学部長 高 瀬 重 雄
なむけといたします。 それは「一隅を照らす」という
ことばであります。 これはいまを去る千年の昔， 最澄
がその『山家学生式』のなかでのべたことばでありま
す。 簡単に申せば， 自らの存するところ， その一隅に
光ある人間になってほしいということでありましょう。
職場にあれば職場の 一隅を， 台所に立てば台所の一隅
を照らす人であれということでありましょう。 わが学
部の卒業 生諸君は， そのありかの如何をとわず， 所在
の一隅を照らす人になっていただきたいと願うのであ
ります。
この原稿を 書いている私の書斎には， 中国の学者が
書いた一聯の軸がかかっています。 それには， 次の詩
句がしるされております。
笑指西湖作衣鉢
久与青山為弟見
どうか諸君のこれからの人生にも， この中国の学者
のように湖と青山とを愛する一面をもたれるよう望ん
私は， いまにおよんで諸君にただ一言をおくっては でやみません。
卒業生諸君にはなむける
世紀の惨事たる第2 次大戦が終結してより， 春秋お
くり迎えて早くも25年，「個人の尊厳を重んじ， 真理と
平和 を希求する人間」として若き世代が育成され， 現
行憲法秩序の下で民主平和 の時代を築きつつある盛況
を讃えたい。 とくに占領軍の勧告に基づく6 ・ 3 制の
冠鼻たる新制大学が草創2 2 年の年輪を加えるとき， 諸
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経済学部長 新 田 隆 信
君が第 四回卒業 生として社会に巣立つことを， 心より
祝福する。
諸君は不撲の向上心と研究心を柾げることなし 本
学において修得した専門の学力と一般的教養を基礎に
して切瑳琢磨し， 邦家の発展と同胞の幸福と世界の平
和 に貢献して頂くよう念じてやまない。 盛年重ねて来
らず， 青年期の溢れる生命力と清純な感受性は， また
なく貴重な生涯のサイクルに具わる至宝である。 これ
を空しうせず， 真理と正義が貫かれるために， 海身の
努力を惜しまぬ態度をこそ諸君の前途に期待したい。
へラクレイトスの言のごとく万物は流転する。 しか
し真理のみは不易の光を放って動かない。 その意味壱
は太陽のもとに新しいものはない。 激動する疾風怒
濡の時代相のなかで， 短絡的猪突を避けながら理非曲
直と正邪善悪を見きわめ， 自己犠牲の精神を湛えつつ，
創造的建設的課題に向って前進することは， まさに偉
卒業生を送る
4 年聞の月日は， 若い人々にとってはあまりにも長
〈感ぜられるかもしれないが， 年をとるに従ってあっ
という聞に過ぎ去って行くものであります。 また今年
も新入生かと思っていた方が卒業 して行〈時期がやっ
て来ました。 古人哲人の意味深い言葉をはなむけとし
諸君のこれからの人生の幸いを祈ってやみません。
『人はだれでも， まだ若いからといって， 知恵の探求
をのびのびにしてはならないし， また年を取ったから
といって， 知恵の探求に倦むことがあってはならない。
なぜなら， 何人も魂の健康を得るためには， 早すぎる
ということも遅すぎるということもないからである。
まだ知恵を探求する時期ではないだの， もうその時期
大な未来を拓〈所以である。
平和 の要請にそむいて， 原子爆弾保有国の聞で， わ
けても超大国たる米ソの間で， 軍事的優越を目ざして
見えがくれに火花が散らされる。 この現実を前に， 人
は第三次大戦の幻影におののき， 終末観的思考に導か
れるであろう。 しかし不幸な大嬉祭を回避する途は存
在する。 寛容の徳を以て相互に融和 し， 真理と自由に
ささげられたワーズワスの歌を唱和 することである。
き らば諸君よ多幸なれ。 Alma Materの名のゆえに
再び集う日のあることを心に銘じつつ。
薬学部長 永 原 茂
が過ぎ去っているのだという人は， あたかも幸福を得
るのにまだ時期が来ていないだの， もはや時期ではな
いだのという人と同様 で、ある。 それゆえ， 若いものも，
年老いているものも， ともに知恵を探求せねばなら な
い。 年老いたものは， 老いてもなお過去を感謝するこ
とによって， 善いことに恵まれて若々しくいられるよ
うに。 若いものはまた， 未来を恐れないことによって，
若くてしかも同時に老年の心境でいられるように。 こ
のようにしてわれわれは幸福をもたらすものに思いを
致きねばならない。 』
エピクロスー（メノイケウス宛手紙）一
工学部卒業生諸君へ
大学を卒業 するということは， 御 本人にとっては勿
論， 父母兄弟の喜びまた格別であると思う。 我々もま
た教師としてその喜びを， わかちあいたい。
き て技術者は今日のような日進月歩の世界では日々
これ努力あるのみと考えている。
我々は， 諸君が卒業 きれ， この地を去っても生涯の
友と思う。 諸君の社会における活躍はまた我々の喜び
であるとともに， 我々の研究成果に対しても喜んでい
工学部長 室 町 繁 雄
た fけるものと思う。 先般同窓会誌上に教 官各位の研
究テ マーを一貫にして出しておいた。 工学部内の研
究活動を見守っていたゾくとともに， 諸君が今後これ
に関係ある問題と取組まれるときは遠慮、なく母校を訪
れられんことを希望する。 また我々も暇を見て諸君の
職場を訪れたいと思っている。 何はともあれ御卒業 お
めでとうと申し上げたい。
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富山大学改革準備委員会
各学部からの委員が出揃い， 中 断していた審議
も2 月からfrなわれることになった。
審議は， 大学設置基準の改正に伴い， 教養部の
カリ キュラムに何か手直しができないかという方
向に進みがちであった。 これに対し， 教養部の委
員から，「教養部のカリキュラムについては， 目下，
教養部内で鋭意審議中であるので， 意見がある程
度固まるまでf寺ってもよいのではないか。 それよ
りも， 改革準備委員会へと発展的解 消した富山
大学大学問題対策 本部会議の制度委員会での審議
事項， 学生参加， 管理運営， 教育研究組織の諸問
題や， 富山大学としてのビジョン （例えば， すで
に一部で語られている学部制度解消の案件）を考
えるべきではないかり などの意見が表明きれた。
また， 臨席していた学長からも， 学生参加の問
題とも絡めて， 学内の選挙規定などについても論
議してもらいたい， との意向が伝えられた。
この間， かなり熱のこもったフリートー キン グ
がなされたらしいが， 何を議題とするかというと
ころで足踏みしているのでは， 学園ニュ ス第2
号で報じた段階から， ほとんど前進していないよ
うにも思われる。 新委員を迎えたばかりの時点で
は， やはりここから言命じられなければならないの
かも知れないが。
その後の委員会においても， いわゆる クサビ型，
あるいは相互乗り入れ方式が話題となったが， 専
門教育課程に一般教育科目 のこれこれを入れ， 専
門教育科目中これこれを一般教育課程に組み入れ
たらどうか， というような具体的なものではなか
ったらしい。
�3 
委員の出席率も悪し このような状態では期待
が持てないという声も， すでに一部ではあがって
いるので， それを打ち消すだけの努力が望まれる。
富山大学改革準備委員会委員
。…委員長 O…副委員長
文理学部 教 授 間野潜龍， 教 授 横山 泰
助教授 山口 博， 助 手j賓 本伸治
教育学部 教 授O時川栄作， 教 授 坂井誠一
教 授 高 野兼吉， 助教授 増田 欣
経済学部 教 授 石瀬秀治， 助教授 岩淵富治
助教授 大谷明夫， 助教授 音原節夫
薬 学 部 教 授 渡辺和 夫， 助教授 北川泰司
講 師 中島松一， 助 手 宮原龍郎
工 学 部 教 授O四谷平治， 教 授 宮下和 雄
助教授 宮下 向， 助手 能登谷 久公
教 養 部 教 授 林 良二， 教 授 柿岡時正
助教授 鍬田邦夫， 助教授 奥貫晴弘
教養 部
学園ニュース第2号で報告した制度委員会（仮称）
は， どうやら， 大学設置基準検討委員会と呼びな
らわされるようになった。
委員会は数次にわたり検討を重ねている。 そこ
での主たる審議事項は，
(1）一般教育科目の修得必要単位数変更
(2 ） 総合科目 開設と単位
(3 ) 第 1 ・第2 外国語制度
(4) 外国語として， 中国語， 露語の科目 新設
等で， 必要に応じ， 小委員会や系列毎の検討も行
なわれている。
学内情報
｜． 定年退官教授のかたがた
守屋 獅郎 文理学部教授（英語学）
昭和 2 年東京外国語専門学校を卒業 きれ， 昭和
1 0年旧制富山 高 等学校に奉職， ひきつづき， 文理
学部に勤務， 昭和32年現職に任ぜられた。
豊かな語学力を買われて， 辞 書編きんに幾度か
参加しておられる。 無口なほうで， 質問に応じて
打てば響くように知識が披露きれた。 趣味は英文
学関係の読書とか。
井上 文武 教育学部教授（英語学）
昭和 6 年東北帝国大学を卒業 きれ， 昭和22年富
山師範学校に奉職， ひきつづき， 教育学部に勤務，
昭和41 年現職に任ぜられた。
松田 順吉 教育学部教授（国文学）
昭和18年東京帝国大学を卒業 きれ， 昭和25年に
富山師範学校に奉職． ひきつづき， 教育学部に勤
務， 昭和41 年現職に任ぜられた。
見村 てい 教育学部教授（被服学）
昭和 4 年東京女子 高 等師範学校を卒業 きれ， 昭
和24年富山師範学校に奉職， ひきつづき， 教育学
部に勤務， 昭和46年現職に任ぜられた。
三橋 監物 薬学部教授（薬化学）
昭和 5 年東京帝国大学を卒業 され， 昭和1 1 年富
山薬学専門校に奉職， ひきつづき， 薬学部に勤務，
昭和25年現職に任ぜられた。
非麻薬性鎮痛剤の開発研究， フェナントリ ジン
誘導体の研究， シュミッ ト反応の研究に尽きれる。
趣味一茶， 陶器類
倉田 軍一 薬学部教授（衛生化学）
昭和 4 年東京帝国大学を卒業 され， 昭和 9 年富
山薬学専門学校に奉職， ひきつづき， 薬学部に勤
務， 昭和36年現職に任ぜられた。
ビタミン B1誘導体の措抗物質に関する研究に尽
きれる。 趣味一 読書， 旅行
長元亀久男 工学部教授（機械力学）
昭和 2 年金沢高 等工業 学校を卒業 され， 昭和20
年高岡工業 専門学校に奉職， ひきつづき， 工学部
に勤務， 昭和26年現職に任ぜられた。
機械工学科を中心に， 材料力学， 機械力学， 化
学機械， 機械設計 等の科目を担当きれ， 構造力学，
機構学の研究に専念された。 機械工学に関する研
究教育上の功績により， 昭和45年4 月， 日本機械
学会名誉員に推された。
渡辺 義一 教養部教授（数学）
昭和 6 年東北帝国大学を卒業 され， 昭和 6 年旧
制富山高 等学校に奉職， ひきつづき， 文理学部教
養部に勤務， 昭和33年現職に任ぜられた。
昭和43年4 月から45年3 月まで教養部長を併任，
長らく剣道部長をきれ， よく木万を振って楽しん
でおられた。
近藤 堅二 教養部教授（地学）
昭和 4 年東京帝国大学を卒業 され， 昭和19年旧
制富山 高 等学校に奉職， ひきつづき， 文理学部，
教養部に勤務， 昭和42年望職に任ぜられた。
2 . 教 養 部
学園ニュ スー第3 号で触れた， 昼 食時間延長をも含
めた教養部授業 実施時刻変更案は，「現在の食堂の状況
では狭小 で、あるから食事時間を延長する必要があるの
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ではないか。 この時間を延長すると授業時間に食い こ
むことになるが， 全国国立大学教養部の授業時刻を調
査すると， l コマ100 分と90分とがほとんどであるの
が判る。 もし90分案を採用すれば， 午前2 コマ， 午後
2 コマ半となり， 授業 科目の多様化の見込みも生まれ
てくるのではないか， 」ということからであった。
しかし， その実施は教養部の意向だけでなされうる
ものではない。 学内併任の問題もあるが， 根本的には
各学部の教育上の方法と抵触 するか否かにあるわけで，
その点困難が予想されていた。
結果的には， この案の実施は見送らざるを得ない状
j兄になっている。
3. 学園ニュース編集委員会
「 この委員会は微底的自己批判をやるか， 委員の交
替をやるのでなければ， 救済の見込みはない。 なぜ？な
ら， 創刊号のあとがきに見られた意図は， 予想通り影
の薄いものになって， ちゃ ちな “文集” 編纂になりさ
がり， 自己満足の海に溺れかかっている， としか思わ
れないからだりという痛烈な野次もでてきている。
（編集委員会）
．． ，－．．． ．．．．．． ．． ， ．． ．． ”・－・””・－・”・・・－・”“・－・”．，．．．．．．．．．． ”齢・ ・・” ．．．． ， ．．．．． ”“ ．．． “” ．．．．．． ， ．．． ”．， ．．． ，．，， ．．． ， ．．．．．． ”・・・－・・”・・－・・・” ．．．．．． ， ．．．．． ”・...・・・・mm·・・lllMllllM・・・”・・・・・”·�um·m”’•tlHIMllH・4闘llMllllt•IUll•OHllU・・・・“・・・・. .”・・•Hlll•lllllf•IHll1•lll・・・・0・・・・llllll•IHHl•lllm•tlllll•lll・E・
授業
料の
免除
およ
び徴
収猶
予に
つい
て
前期の授業料は4 月中に， 後期の授業料は10月中に
納付することiJ－·� 富山大学学Qi］第3 1 条に示きれていま
すが， 経済的理由その他やむを得ない事情によりそ
の納付が困難な場合は， 授業料の免除， 授業料の徴収
猶予ならびに授業料の分納について申請する ことによ
り， 選考のうえ許可される ことがあります。
厚
生
課
希望者は各学部・教養部の掲示（年2回申請書提出
時期に掲示） に注意し， 富山大学授業料 等 免除および
徴収猶予取扱内規（学生便覧に登載） を参照のうえ，
それぞれの学務係に申請書を提出してください。
なお， 昭和45年度授業料 免除者は， 前期70名， 後期
83 名であり， i 免除予定額の約44%であった。
バスケットポール大会
体育会主催によるバスケッ トボール大会が1 月23日
仕）， 3 0日（土）の両日にわたり午後1 時から新体育館で開
催され， 男子41チーム ， 女子10チー ム参加のもとに
聞かれた。
大会の結果は次のとおりである。
男子 女子
1 位 ヨット部 バレーボール部
2 位 ザ・ パンツ ノ〈ドミン トン音�
3f立 ハンドボール音� 理学科数学2 年
4 位 経済 1 年 卓球部
卓 球 大 会
体育会主催により 2 月13日（土）午後 1 時から小体育
館で開催され， 参加男子28チーム， 女子8チーム参加
のもと聞かれた。
大会の結果は次のとおりである。
男子 女子
1位 新樹寮A棟
2 位 硬式庭球部
3 f立 ノ〈ドミントン音E
4 位 高嶺荘
薬学P A 3年
軟式庭球部
体育会事務局
ノ〈ドミントン部
5 
大学を去る に際して
私が富山大学に赴任したのは昭和 25年4 月で， まだ
旧制師範の生徒が残留していたころであった。 あれか
らもう21年の歳月が流れたかと思うと， まったく夢の
ような気がする。 この過ぎた時の流れを回想してみる
と， 楽しかったこともあれば不快なこともあった。 し
かし， 有体に申せば， 楽しかったことよりも不快な思
いをさせられたことのほうが， より 多く印象に残って
いるように思う。 事実， 私自身について 言えば， 悪意
をもって遇せられた経験がなかったといえば嘘になろ
7。
ところで， 私は程なく学園 を去ろうとしている。 せ
めて人の旧悪はきれいさっぱりと忘れ， 人の旧誼だけ
は， 忘れがたい思い出として別れを告げる心境になり
たいと願っている。 5 年前， 私が重症の胃潰痕で手術
をしたとき， わざわざ他県にまで足を運んで見舞いに
来て下された方々の御懇情に対しては， あらためて深
謝の意を表したいと思う。 その他， 学聞のために， 健
康を保つために， あるいはまた精神的なス トレスを解
今 昔
私 観
一実験化学者の回顧随想
恩師近藤平三郎先生の教授室に呼ばれて富山薬専の
高橋隆造校長に紹介きれ， その席上， 岐阜薬専校長に
転出された薬化学担当の宮道悦男教授の後任にならぬ
かと勧められたのは昭和 l l年の， 東大構内の銀杏並木
の葉が僅かに黄ばみ始めた初秋であった。 即答を求め
られたが暫時の猶予を願って研究室に戻り， 当時東大
薬化学の助教授であり私の第二の師の落合英二先生と
良き先輩の石渡三郎助手に富山薬専の研究上の環境と
薬学界における地位について教えを願った結果から承
諾の意をきめ， 身の振り方を近藤先生に託した。 その
当時， 富山薬専にはせり科植物のテルペ ン成分の構造
研究に活発な研究活動をしておられた野口敬身教授，
アントシアン系化合物の合成研究をしておられた近藤
薫教授， 吉草根の成分研究でア ズレ ン系新骨格構造と
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きほぐすために受けた各般の恩義は数えきれない。 報
恩とは， 受けた恩義に報いることであろうが， せめて
受けた恩義は生涯忘れまいと自分自身に言い聞かせて
いる。
幾年前のことであったか， ある新聞に死刑囚島秋人
という者の作歌が幾首かのっていた。 その中に死刑囚
の自分に何の悪意もなく笑顔を見せ， 移送の時汽車の
ガラスをぬぐうてくれた老看守に関する歌があった。
その歌の文句な忘れてしまったが， これを読んだとき，
彼の真情に深〈打たれたことは今も覚えている。 江戸
時代からずっと読まれている「莱根謂」の中に「人の
恩は深くても報いず， 恨みは残くても報いる」という
文句がある。 因業 なはなしである。 ところで， 極悪な
死刑囚でも， 人の恩に深〈 感じ入った時には， あのよ
うな歌が生まれたのであろう。 年をとってよく物忘れ
をするようになった私も， せめて旧誼だけは忘れぬよ
うにしたいと念じている。
薬学部 教授 三 橋 監 物
取り組んでおられた金岡好造（又左衛門）教授 等々，
英俊多士済済であって， その研究環境は極めて良いこ
ととの説明が私に富山薬専に魅力を感じさせた主因で
あった。 かくて10月下旬， 大きい夢と希望とを抱いて富
山に赴任した。
500 メートル以上の高い山のない土地に生まれ， 悠々
と流れる利根の河畔に育った私には， 校庭に立てば夏
は紫色， 冬には白冠を頂く立山連峰の雄姿を眺めるこ
とができ， 寓居に近〈流れる神通川の清流と併せて文
字通りの山紫水明の形容そのものであると私には感ぜ
られた。
憧れを抱いていた昭和1 0年代の富山薬専の同系専門
学校のなかでの situation が高〈評価されていたのに
比べて現在の富山大学のー学部である薬学部のそれは
どうであろうか。 これを思うとき自分を含めての責任
lこ 極恨の情に堪えない。 それの由って来たる原因は単
純なものではないであろう。 それの探求と分析とは他
の機会に譲り， ここでは二， 三の点についての私観を
述べるに留めよう。
赴任当時， 私という新米教授は古参の方々から温か
い労りの情をもって迎えて頂いたことを痛いほど感じ
た。 そのなかには大学同期の生薬学担当の橋本亮教授
がいて， 研究上でも生活面でも互いに励まし合った。
朝 7 時に誘いあって登校し晩は 7 時過ぎに一緒に研究
室から帰る日課が続いた。
専門学校の教室予算は少額であって， 学生実習の費
用を差号｜いた研究費に廻る残額は僅少であった。 しか
し文部省科学研究費や日本薬学会研究契励の支給など
で， どうやら不自由ながらも研究を続けた。 校務の殆
どは古参の教官が引き受けて呉れた。 一番困ったこと
は助手定員はあっても戦時下に向う時代なので欠員に
なり研究室では独りで実験を続けなければならないこ
とであった。 殊に昭和16年からは学徒動員の付き添い
や講習などのため研究室を空けることの多いことが悩
みの種であった。 この時も良き先輩の厚意に恵まれた。
前に述べた金岡氏が経営する会社の技術社員を私の研
究補助者として出向き せて頂いたことである。 この他
に私が教育と研究め両 面で定年まで曲りなりにもその
職責を果たすことができそうなのは学校内外の多数の
方々の厚情による賜と感謝に堪えない。
今になって省みると私も30 歳代の思慮分別もない若
輩であったので学校の管理・運営についての苦情， 不
満を臆面もなく校長に進言し， 年配の方とも議論した
が， 至らぬ私の発言， 浅い思慮については懇々と諭き
れ， 結局談笑のうちにEの真意が理解された。 それは
校長にも純粋に学校を思う真意のあることを認めたた
めであり， 青臭い私の発言にも誠実を見付けたためで
あろう。 自己の勢力拡張に利する 言動が純粋性を尊ぶ
学校の場でどのような害毒を与えるかは， その後， 痛
い程経験して来た。 また， このことで私が教えられた
のは， 他を批判するときにはその対象の置かれている
状勢を熟知し， 熟考のあとで結論を下きねばならぬと
いう当然の理屈であった。 表面の現象からの意見は単
なる思い付きか自己顕示の発言としか評価きれない。
一つの機関が円滑に運営できるためには， その雰囲
気に誠意と厚意が撮っていることは当然であるがその
他にユーモアが欠けていてはならない。 対立的抗議や
「4衰の尻笑い」に類する内容の摘発的 言動は感情の対
立を惹きおこす結果となって， 自己顕示には役立つか
知れないが， 主張の貫徹には逆効果なることも経験か
ら痛感している。 そういえばいつか私達の周囲には悪
どいマ ン ガ的操りはあっても， すっきりとした， 感心
するようなユーモアの姿が消えていることに気付く。
ユーモアの通ぜぬところにアイロニ がー姿を見せる。
反語的発言が多くなった近噴の自分に気が付いて悲し
く思う。
明治末期生まれの私は幼児から「不 言実行」の信条
を美徳として蟻けられて育った。 自己の言動を規制す
るこの語は名格 言であって， いわゆる「三百代 言」的
表現や「百家争鳴」的な無責任な 言動では社会はよく
ならないことを教えているものと解釈している。 そこ
には発言の内容に関する責任の価値観の問題はあるが，
私のような一市井人は兎角， 行動不可能なことや「葦
の髄」から天井を覗く式の発言をし勝ちであって， こ
こに建設的でない理由から， いろいろの混乱が起きる
原因があると私は自戒している。
戦前の薬専では授業 が午後4 時頃には終るので， 学
生は夏季にはグラウ ンドでそれぞれの練習をしたり，
一部の者は研究室に来て実験の手伝をする者もあり，
私達と雑談に華を咲かして研究の邪魔になって追いか
えされたり， または深刻な身の上相談に， 場所を変えて
自宅に来るものなどもあった。 私達も学生と校庭に出
てスポ ツーに興ずることも多く， 日常に自然と心の交
流も生まれてきた。 その当時はコミュニケーショ ンの
断絶などの 言葉は聞かれなかった。 腹臓のない心の交
流が何で対立的対話から生まれるであろうか。 「叩けよ，
しからば聞かれむ」と聖書にもある。 垣を取り除く努
力をしないでどこに心の交流が生まれてくるのであろ
うか。
現在諸学会の第一線で活躍している研究者， 実業 界
その他あらゆる職域で有能な活動している多数の薬専
卒業 生を憶い浮べているときにそれらの方々の在学中
の学業 成績の最低点が60 点であり現在の大学でのそれ
が50 点であることに気付いた。 嘗て薬剤師国家試験委
員会の席上である委員が試験と名付くあらゆるものの
最低合格点は60 点であると述べこれに対して他の委員
は誰一人異議を述べる者が無かったことを思い出す。
私一人が富山大学では違うと心の中で思ったが声には
ならなかった。 私達凡人は環 境 に馴じみ易い性向が
ある。 習い性となって了ったならばどういう結果が生
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まれるのであろうか。 下世話にも「十程願って三つ当
る」ともいわれている。 目＋票をf5；いところに置かない
で、一般常識に従った方がよいと思う。
書き述べたように三十有五年の人生を振り返えると
き， 私は自己の信念によって定めた道一あるときは苦
難の茨道であり， またあるときには鞍馬に跨った楽な
道でもあったーを歩いてきたことを誇りに思う。 私の
信条は自分が従う規準によって熔印付けられた「悪」と
時 代 の
変 遷
私が旧制富山薬専校に赴任したのは昭和 9 年5 月末
であるから今年で既に36年余を経過している。 これか
らの将来ならば相当永い年月だが， 過ぎて了えば案外
早いものである。
戦前は多忙であったが戦後に比すれば結構暢気であ
った様に思う。 私は戦災のどん底生活から何とか早〈
抜け出したいと努力中であった。 東京へ出張中のH 先
生が帰任きれるや我々教職員を集めて 「今度受けて来
た講習の目的は『教育基本法』（昭22 . 3 .  31 . 法. 25 
号）という法律を皆様に伝える事であって， これは戦
前の教育勅語に該当するものである由云々りといわれ
た。 敗戦で何でも変るとしても， 私にはこれでは教育
の権威が下るという様な気がしたものである。
その後所用を抱えて上京し， 久しぶりで旧友（経済
学士）を訪ねた。 その友人の日〈「君達先生でも労働
組合（労働組合法， 昭. 24 . 6. 1 . 法. 174号）が作
れるんだぜ。 待遇が悪ければ労働争議も出来るんだり
と話してくれた。 官吏服務規律の観念の抜けなかった
私は新憲法下の民主主義時代とはそんな大それた事を
してもよいものか暫くは不審が解けなかった。 ーこれよ
り少し前に教育公務員特別法（昭. 24.  1 . 12 . 法．
1 号） が公布されている。 後に労 働 争 議が頻繁に
行なわれた為に当時の連合国総司令部（GHQ）は公務
員には労働争議を禁じて了った様に思う（昭和24 ～25
年頃）。社会党内閣が暫く出来たが， 昭和 電工問題で総
辞職をして吉田内閣が出来たのもこの頃であったと思
つ。
これより少し先， 研究上の打合せで上京し， 計らず
も旧知の先輩O先生に遇った際同氏から労働安全衛生
規則（昭. 22. 1 0. 31. 労令. 9 号） なる法令が出て，
戦うことであった。 この道は真直ぐな道ではなかった。
環境のなかで「正反合」の自然法則に従い， 言うなれば
曲り曲つての迂遠な廻り路ではあったが，「天の配剤」，
「地の利J，「人の和 」の 三者に援けられて， ょうやく
方向を見失わないで， ここまで辿り来ることができた。
書き来ってみると， 自分ではこの随筆が「こんにゃ
く私観」の題意には合格しているかに思うが， いや，
50 点もやれないとの評価が下きれないうちに筆を摘し
薬学部 教授 倉 田 軍 一
これによって労働の安全性と工場の衛生とが確保され
る様になった事を教えられた。 同氏はなおこれに加えて
「医者が人体に関する衛生を司どり， 薬剤師は物に関
する衛生を司どるという事であるりと巧みに教えて下き
った。 同氏の言外に医薬分業 の含みがあることを私は
悟った。 私は東京， 芝の労働会館（？）に労働基準法と労
安衛規則との初版を買いに行った記憶がある。 このこ
とについては今でも私はO先生に感謝している。
この前後から全国的に食糧の増産が行なわれ始めた。
よって農薬が多く造られたり用いられたりし始めた。
先ず第ーがDDTであって， これは蚤しらみ退治には最
適であった。 私はI先生と日本曹達二本木工場にDDT
の工業 的製造を見学に行ったことがある。 その後． 稲
ゐ本句むし
の二化螺虫， 野虫等の農薬Parathion, TEPP 等の有機
燐製剤が用いられるようになり， 又一方BHC, Drin剤
等の有機塩素殺虫剤やPCPなど同系の除草剤等が用い
られる様になって農薬取締法（昭. 23 . 7 .  1 . 号外．
法. 82号）も公布された。 私も日本薬学会から農薬教
育委員を委嘱され， 殺鼠剤 等の分析法を定めたことも
あったが， これらの使用によって全国の稲作は虫害を
免れて増収を招いたことは確かである。 農薬の製造及
び使用は農芸化学の本領であるが， その有害性の感覚や分
析技術は薬学人の特殊技能ということで薬学人も研究委員
会に協力することになったといわれている。 後になっ
て牧草にDDTを用いた為に家畜の乳や獣肉中にDDTが
混り， 食物として人体に吸収されたというので， 厚生
省告示を以て果実， 果菜， 野菜及び茶 等にY-BHC, D 
DTその他枇素剤， 鉛剤 等の農薬の残留許容量を規定
したのである。
この頃は公衆衛生， 栄養改善（栄養改善法． 昭27.
-8 一
7 .  31. 法.248号）等の最も盛んな時で， 日本薬剤師
協会でも 「公衆衛生年報」の学術誌を発刊し， 後にこ
れは「衛生化学」と名が変り， 又別に新しく学会が出
来て「食品衛生学雑誌」なる学会誌も発行されるに至
った。 私は昭和25年の半頃から昭和41年の初め頃迄日
本薬剤師協会（当時はGHQの指示で日本薬学会と日本
薬剤師会とはこの名称の下に合同させられていた。）の
衛生調査会の委員を委嘱され， 又昭和28年頃から約11
年間犯罪科学調査会の委員をも兼ねていた。 所謂帝銀
事件平沢某の殺人事件や， 又下山国鉄総裁の他殺事件
のあった頃である。
「食品衛生法」（昭22.12. 24.法.233号）は戦後程なく
公布き札食品添加物についてはその後多少の変遷を経て
「食品i勅日物等規格基準」 （昭34. 1 2.28. 厚告.370号）が公
布きれた。 我々としてはこの頃に起ったM製薬会社の粉乳
砧懐中毒事件に警告きれた時であっただけに， 如何なる有
害有毒物が食品に混られるか分らぬ時代に， 寧ろ無害の，
規格の定った添加物が決められたことは食品衛生上喜
ぶべきこととさえ思われたのである。 それがその後の
食糧事情の好転や添加物の研究 等によ り人工甘味料
DulcinやCyclamate， 人工殺菌料Nitrofurazone, Nitro­
furylacrylamideの使用禁止，Furylfuramideの使用許可，
人工着色料の使用制限等が行なわれるに至ったことは
誠に結構なことであるが， 又時代の変化を見逃す訳に
は行・かない。
又この頃と前後して富山市附 近で所謂「認定講習」
が行なわれ， 私も富山， 高岡， 八尾， 上市等で小中学
校の先生方を対象に公衆衛生， 食品衛生， 栄養学等の
講義をして歩色 成績については採点もした。 これは
自分でも相当の勉強になったが， 私の学科は保健にも
体育にも役立つものとして先生方からは重宝がられた
という事である。 これは教育職員免許法（昭24.5. 
31. 法. 147号）の公布によったものらしい。
旧富山薬専校も他の国立薬専校と同様に大学昇格の
為に， 徐々にではあるが， 教授陣に， 研究施設面に努
力を重ねて行なった。 昭和26年3月で薬専校は終りと
なり， 一方昭和25年4月から薬専校と平行して富大薬
学部が発足し， かくて昭和28年3月に薬学部第1回の
卒業 生を実社会に送り出した。
昭和23年と昭和30年との2回， 私は東京大学に内地
研究に行かせて貰って「甲穀類皮殻成分の研究」につ
いて約15年間に亙って研究を重ねたが， その結果3～
4 報の報文を作り得ただけで， 木原均博士の 「小麦の
起原を尋ねて」の論文作成後の御感想に「長い隆道を
通、り抜けた後の明るい所へ出た喜ひ、」というのがある
が， 私の場合にはそれ所か不明朗な何物かが残って居っ
て爽かならず， 研究経路は人によって随分違うことを
尽々と知らされたのである。 その後教室の諸君の御協
力を得て数年かかつて「百iiamine誘導体の抗Thiamine
作用」について大阪大学で学位論文に纏めることの出
来たのはY先生， K 先生その他の方々のお蔭である。
その後薬学部も大学設置基準（昭31. 10. 22. 文令．
28号）に従って教授陣容も整い， 施設， 設備も充実さ
れ， 研究業 績もあがり， 昭和38 ～39年には和漢薬研究
施設も出来て堅実な歩みを続けて来たのは結構なこと
である。 その聞に学校保健法（昭33. 4 .  10. 法.56 
号）が公布になり， 学校薬剤師と協同で学校環境衛生
の仕事を助け， 又学校給食法（昭29 . 6. 3 .法.1 60 
号） の公 布に伴ない， 小中 学校の給食につき， 係り
の先生に事情を聞いたり， 地方食糧事務所を訪ねてパ
ンの原材料， 品質， 分量等を尋ねたりした。
富山大学も益々健全な歩みを続け，学長先生も三代目
になった頃， 即ち昭和30年代から40年代にかけて， 皆
様様御存知の通り， 経済学部に不祥事件が起った。 そ
れを発端として各学部に波及し各学部も個々の問題で
学生と対立する形となり， 全国の所謂大学学園紛争に
迄発展した。 その頃私も学生部の委員の役を2 期程勤
めたが， それより以前から学生の考え方が昔の学生に
比べて功利的， 打算的になって居り， 又判交不信にな
って居ったように思われる。 又教職員の中にも彼等不穏
分子に迎合したり， 或は逃避したりする様な人もあっ
て， 大学も学部も前後を通じてl年以上も悩まされ続
けた。 その原因には相当深いものがあり， 戦後の物質
尊重主義と道義教育の軽視， 学校教育， 社会教育の不
備， 政治体制の複雑さ 等があるらしく， 一概に学生だ
けに罪を被せるのは当らないかも知れないのが， 我々
教職員も大い に反省せねばならない問題であろうと
思う。 遂に国会でも 「大学運営臨時措置法」（昭44. 8 .  
7 . 法.70号）が通過し， 大学独自も過激派学生の暴
力鎮圧の為 警 官導入を踏み切った為に， 漸くにして紛
争を乗切る事が出来たと私には考えられるのである。
この年の今一つの大事件は何といっても米国のアポ
ロ11号宇宙船が月面着陸に成功した（7月20 日）事で
あろう。 これこそ人聞が600年も以前から憧れて居った
問題の由で， 御同慶に堪えない次第である。
昨年3月頃には淀号乗取りのハイジャック事件が起
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り， 私共も施分気を操んだものである。 併し， 如何に
これを合理化し， 鼎護しようとしても， この行為は，
私には， 道義的にも， 社会的にも， 国際的にも， 明か
に罪悪であり， 犯罪であるが故に， 今後は許しではな
らないと考えられるのである。 又私は， 法案を読んだ
のであるが， 一部の学生の反対運動もある様だが，「出
入国管理令」は古すぎて今日の国際情勢に合わず， 寧
ろ新入管法に改めるべきであると考える。
万国博の開催も度々には起らない事であり， 世紀の
催し物とはいえるであろう。 併し 昨年ジャ ナーリズム
を通して， 最も喧しかった問題は公害問題であろう。
私は過去6年間に3回に亙って公害問題の講義を行な
って来た。 そしてそのうち2回は主に試験法， 検索法
等に力を注いできたが， 本年度は公害に関する許多の
行政法と多数の過去の公害解説 書の出版との為に， 時
間の制限もあって， 技術面に充分の力を注ぎ得なかっ
た。 一方マスコミの報道は矢つぎばやで， 断片的で，
結論がなく， 時には食品衛生問題も公害として取扱っ
た記事が多く， 一種の流行とさえ思われるに至った。
公害の根本原因は， 一言でいえば， 企業 の無責任な工
業 多量生産と， 廃物の場所構わずの垂れ流しとにある
といっても過言ではなかろう。 弦に於て無過失責任制
の問題も生まれて来る。 生産と行政， 取締りと賠償とい
公害をめぐる法的問題
公害問題の深刻きは， 今国会における公害関係の法
的整備を急がせた。 なお不十分なものを残していると
はいえ， 公害対策基本法の改正ほか， 新たな立法も加
えて， 公害関係法はその一歩を進めたといえよう。 し
かし立法後わずか一月余りという時期に， 皮肉にも石
原産業 問題によって， 企業と通産 省とのなれあいによ
る公害助長が指摘され， 改めて公害行政の問題性を考
えさせられることともなった。
他の立法・行政の領域におけると同様に， 公害問題
を語るさいにも， 行政の基本的姿勢， 行政のあり方そ
のものの検討を抜きにしてすませるわけにもいかない
が， 紙数の関係もあり， ここでは公害問題の法的な側
面について二， 三指摘するにとどめたい。
公害に関する法的な問題として， まず強調されなけ
ればならないことは， 公害防止の憲法史（または基本
う大問題が絡む為に公害問題の解決には多少の時間がか
かるであろうが， 幸い国民の声も高〈， 政府も公害庁
を新設するといって居り， 企業 自身にも反省の色が見
え始めているので遠からず解決はされるであろう。
私が大学を卒業 して実社会に出た頃は， 未だ法科万
能といった風調が残っていた。 謂 わば， 技術家は将棋
の駒であり， 法科出身者は将棋の差し手であるという
のである。 この風調には私は昔から抵抗を感じていた。
幸い私は役所から学校へ転職し， その間技術の勉強を
する傍ふ 専門に必要な特殊の行政法を学ふ機会を得
た事は私にとって幸であったと思っている。 確かに技
術一点張りよりはその方が強いからである。 而して最
近の法規の中には技術家でなければ分らぬ学術語が屡
々号見われてくるから尚更の事であると思う。
思えば食糧を増産し， 住宅を工面し， 生きるに懸命
であった敗戦後と， 公害問題を抱えているとはいえ自
動車製品や繊維製品で米国から煙たがられる今日とを
比較すれば， 我国はよくも弦迄伸展， 飛躍を逐げたも
のと感概無量なるものがある。
私が永らくお世話になった此の大学からお暇を戴く
時に際して， 大学の今後の御発展と教職 員の皆様方や
学生諸君の御多幸とをお祈り する次第である。
教育学部 講師 淡 川 典 子
権の歴史）における位置づけである。 いま少し具体的
にいえば， 改正前の公害対策基本法にうたわれていた，
経済の発展との調和 条項を削除せざるをえなくなった
ことの憲法史における意味づけである。
周知のごとし 所有権絶体の原則および私的自治の
原則， 要するに経済的基本権保障は， 労働基本権の登場
とともに， その絶体性を放棄せざるをえなくなった。
同様に， 生存権は経済的基本権にたいして優位に立つ。
なぜなら， 古い基本権が生み出した矛盾を， 新しい基
本権概念を構成することによって克服するという歴史
的な事情があったがために， 古い基本権（自由権 一般
ではなくて， 経済的基本権）は新しい基本権に一歩ゆ
ずらなければならないからである。 これは， 公共の福
祉による基本権の制限が， 現行憲法上， 第22 条と第29
条のみに認められ， 公害との関連でいえば， 移転の自
nu 
由， 営業 の自由および所有権がその絶対性を否定きれ
ていることによっても裏付けられる考え方である。 も
ちろん， 生存権規定はプ ロ グラム規定にとどまるもの
ではない。 したがって， 生存権保障の一つの重要な方
法である公害防止， 生活環境の保全は， 利潤追求を核
とする経済の発展と同次元で論じられる問題ではなし
およそ両 者を調和 させることは予定されていない。
この点からいって， 調和 条項の削除によって， ょう
やく公害防止の出発点が記されたということになろう。
第2 の問題は， 法律と条例の関係である。 ことわる
までもなく， 法律と条例の関係一般ではなくて， 特殊，
公害をめぐる法律と条例の関係である。
国会や内閣， 関 係省庁よりも住民の生活に近いとこ
ろにある地方自治体は， それだけに実効性のある公害
防止の具体的な対応を迫られる。 それを受けて立つ地
方自治体は， しかし一般的に自制ムードの中にある。
日し 法律の委任がなければ条例はつくれない。 ある
いは， 法律の定める基準よりも厳しい基準を課すこと
は条例ではできない。 はたして， そうなのだろうか。
地方自治法第1 4 条第l項を受けて， 公害にかんする
事務は， 同法第2 条第2 項およびその例示としての第
3 項第1 号「地方公共の秩序を維持し， 住民及び滞在
者の安全， 健康及び福祉を保持すること」によって，
地方自治体の事務であり， 条例事項に属することは明
らかである。 しかしこのことは右の形式的な理由によ
るばかりでなく， 公害現象の特殊性（地域性）による。
この実質的な理由から， そしてまた憲法における生存
権の優越的な地位から， 公害法制における条例の特別
に重要な位置の確定がなされなければならない。 いい
かえるならば， 国の法律は， 公害対策基本法第4 条に
もとづき全国的な視野に立って， 基本的かっ総合的な
規制をはかるものであって， 同法第5 条の「当該地域
の自然的， 社会的条件に応じた公害の防止に関する施
策」が実効的に展開きれることを妨げ ではならないか
ら， こと公害問題にかんしては， その特殊性ゆえに，
法律による規制は公害にかんする法的規制のうちで最
低線を定めるものと解するのが妥当である。
かく解することは， これまでの法律と条例の関係に
かんする通例の理解からすれば， 奇異にみえるであろ
う。 なぜなら， ここでの結論として， 公害問題にかん
しては， 法律よりも条例に優越的な地位を与えている
からである。 しかし， この結論を裏付けるものとして，
指定施設以外の施設につき， また指定公害以外の公害
につき， 条例による規制を認めている例のあること，
きらに， 法律による規制よりも厳しい規制を認めてい
る例のあることを， それぞれ大気汚染防止法第32条
および騒音規制法第27条1項を示すことにより， 納得
していただけることであろう。 いずれも条例制定権を
確認的 に明示している。 これらの規定によってはじめ
て条例制定権が創設き れ る ので は 決 し てな い。
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．第3号の訂正
6 頁……下から2 行目 該当学部学務（誤） 一一一→当該学部学務（正）
1 0頁……左欄下から17行目 地下水に乏して（誤）一一一→地下水に乏しく（正）
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